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「情報環境機構の新機軸 － IT企画室の設置－」

設立背景 組織体制

　情報環境機構は、情報社会にふさわしい大学情報システムを構築し、
大学の管理運営を高機能化、効率化するとともに、大学の様々な活動に関
する情報を大学に関連する多様な人々へ効率的に情報発信しています。
これらを京都大学全体の視点から企画するために、2011年度、情報環境
機構にIT企画室が設置されました。IT企画室では、事務系情報、教育系

情報、研究系情報、教員の教育研究活動などの情報を収集し、それらを
有機的に連携させた上で、情報の利活用、情報発信に供するシステムの
構築とそれに係るITガバナンスを構築し、より充実した情報サービスを
全学構成員へ提供していきます。

　情報環境機構IT企画室は、学術情報メディアセンター、情報部と緊密
な連携をとりながら各種業務支援，業務実施にあたっています。学内には、
各種委員会が設置され、事務本部、各部局などと連携をとりながら活動
する体制がとられています。
　IT企画室には、教授5名、IT専門職員（准教授相当）1名、助教2名が配置

され、それぞれ認証基盤、情報セキュリティ、ITガバナンス、教育の情報化、
ソフト・コンテンツ開発といったミッションに対して機動的に活動できる
体制を強化しています。また、データベースなどを構築し、運用・技術の
検証等の実施も行います。IT企画関連の調査、データ登録、学内調整などを
行うために、情報部より事務職員、技術職員などの3名が兼務しています。

　現在、IT企画室は、情報基盤（統合認証，情報
セキュリティ）、教育の情報化、ソフト・コンテ
ンツ開発、ITガバナンスに関する次のような
ミッションについて、全学に供する取り組みを
行っています。

情報環境整備計画

1. 教育研究活動データベースの構築と公表　

2010年6月に学校教育法施行規則が改正され、
公表すべき教育情報の項目について2011年4月
1日から公表することが法令により義務化され
ました。情報環境機構では、教員の活動に関する
データを統一的に管理する「教育研究活動データ
ベース」を構築し、これを一般公開しました。

2.全学メールの利用促進と利活用の推進

社会的コンプライアンスや重要情報を教職員、
学生へ十分に情報伝達できるよう、教職員へ
向けて教職員用メール（KUMail）と学生メール
を提供しています。全学メールの利用促進と
利活用を推進するために、さまざまな施策を
実施しています。

3. 全学サーバ調査と新しい情報サービスの検討

情報環境の整備を実施していく上で、全学の
情報サービスの現状や課題を把握することが
必要です。大学改革室と情報環境機構の協力の
もと、サーバといった物理的なリソース、運用
コスト、人的稼働等についてアンケート調査を
行いました。（59部局からシート260枚を回収）

IT企画室の取り組み例（2011年度以降）

IT企画室のミッション

教職員・学生

ID・ロールマネージメント

部局情報 教育情報 活動情報

一般公開

職員 教員

研究情報

データの利用

データの蓄積

データの入力

総合アクセスフレームワーク

オープンコースウェア学術情報リポジトリWebポータル

● IT戦略の策定と推進の支援
IT戦略委員会で議論される、全体最適の観点からIT戦略策定とその実施について支援します。
● ITガバナンスの構築
全学メール、事務システムや部局活動データベースを活用したビジネス・プロセスの見直しを担当
部門と協議し、具体的なシステム構築や事務改革の支援を行います。
● 情報環境の整備
利用者の視点から、全学の情報環境を整備します。業務、教育、研究に係わるIT資源の統廃合を行う

ことにより、高い効率や満足度はもとより、創造的な研究教育を支援します。
● 教育の情報化に関するシステムの整備
教務系情報システム（KULASIS、教務情報）に加えて、CMS（コースマネージメントシステム）/LMS
（ラーニングマネージメントシステム）、OCW（オープンコースウェア）など教育関連サービスの融合

を支援するなど、現在進められている教育改革との連携を図りつつ、教育の情報化を推進します。
● 情報サービスの再検討
情報環境機構が提供する情報サービスについて優先度、教育研究への効果、投資対効果、利用者満足度
などに配慮した上で、情報サービスのスクラップ＆ビルト、アウトソーシング、クラウドサービスへ
の転換などを提案します。

連携

連携

業務実施

業務支援

各種運用委員会

業務管理

・コンピューティング

・汎用コンピュータ

・ネットワーク

・情報セキュリティ

・認証

・全学メール

・教育支援

・遠隔教育

・CALL

・ディジタルコンテンツ

・オープンコースウェア

・サイバーラーニング
  スペース

IT企画室／情報環境機構

情報部

情報環境機構業務の実施体制

業務管理

連携CIO

CISO

大学Webサイト

統合認証DB 事務情報統合DB 教育情報統合DB 教育研究活動DB研究情報統合DB

IT戦略委員会

各種運用委員会

全学情報セキュリティ
委員会

大学改革室

情報環境整備
委員会

機構協議会

副機構長

情報環境機構学術情報
メディアセンター

情報部

機構長

総長

運営委員会

役員会

IT企画室

統合認証センター

各部局

部局長会議

副機構長機構長運営委員会

情報基盤担当 教育の情報化担当 ソフト・
コンテンツ担当

ITガバナンス担当

IT企画室長
（COE補佐官）

統合認証センター／情報環境機構

学術情報メディアセンター

IT企画室関連の学内組織体制




